
 
 
 
 
 

６月の道徳の日「道徳の授業」 
  

道徳の授業を通して、生きることのすばらしさを知り、生命を大切にすることをねらいとし

ています。保護者の皆様、授業について話し合いの時間をとって、お子さんへのメッセージを

書いていただきありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
  
  
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１９．７．８ 
高松市立塩江小学校 

1 年生 

２年生 

３年生 

「おじいちゃんのたんざく」のお話から、自分の成長を願う家族の愛情があることに気づき、

自分の命の大切さについて考えました。自分が元気に過ごせるのは、家族が自分の命を大切にし

てくれているおかげだと実感し、家族への感謝がいっぱいの短冊を書くことができました。 

「せかいでいちばん大切なも

の」を考えました。自分の生命

は、周りの人に大切にされて

育ち、かけがえのないもので

あることを学びました。 

姿形が違っても、どんなに小さくても「大切な一つの命」にかわりはないことを学びました。

理科の授業での昆虫への接し方や育てている植物の水やりのことを振り返り、それらの命とも

丁寧に関わりたいと考えました。 

〈お家の人から〉 

〈せかいで１ばん大切なものを学んで思ったこと〉 

こ
ん
な
に
小
さ
か
っ
た
ん
だ
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４年生 

５年生 

校内水泳大会（７月１０日） 
 

自分のめあてに向かって、あきらめないで努力することや、 
友達を応援したり、縦割り班で協力したりしながら水泳大会を

楽しむことをねらいとしています。 

７月の道徳の日

６月の「道徳の日」は、読み物資料「わたしのいのち」を使って道徳の

学習をしました。おじいちゃんの話を聞き、人生という限りある命でどの

ように生きていけばいいのかを考えました。振り返りの感想では、「自分

の命をこれからも大切にしていきたい。」「今までつながってきた命のバ

トンを、自分の子どもにもつなげていきたい。」など、今月の生活目標「自

分を大切にしよう」につながる感想が多くありました。 

「母とながめた一番星」では、自分

の命は一人だけのものではなく、家族

や周りの人に大切に育てられた命で

あることに気付きました。学んだこと

を生かし、これからも自分を大切にし

たいと考えました。 

 

６年生 

 

 若くして亡くなった瞳さんが

弁論大会で伝えたかったことを

想像し、話し合うことで、命の

有難さや命が多くの人に支えら

れていることに気付きました。

「家族と話をする時間をもっと

とりたい。」など、気に留めてい

なかった普段の生活をもっと大

切にしたいという思いをもちま

した。 

 
おうちの人から 

 


